
卒業生の皆様へ

☎03-6634-6749（アリゾナ州立大学サンダーバードグローバル経営大学院六本木オフィス）お問い合わせ
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福

岡

：

人

間

の

本

質

的

な

問

い

は

W

h

y

だ

と

思

い

ま

す

。

学

問

や

探

究

は

そ

の

答

え

を

探

す

も

の

。

で

も

H

o

w

に

寄

っ

て

し

ま

い

、

「

い

か

に

し

て

」

の

テ

ク

ノ

ロ

ジ

ー

ば

か

り

を

研

究

し

が

ち

で

す

。

本

当

は

そ

の

奥

の

W

h

y

を

意

識

し

て

学

び

を

し

な

い

と

い

け

な

い

と

常

に

感

じ

ま

す

。

越

智

：

私

も

学

生

に

は

、

「

H

o

w

だ

け

で

な

く

、

W

h

y

も

大

切

に

し

て

ほ

し

い

」

と

ず

っ

と

言

い

続

け

て

い

ま

す

。

そ

の

た

め

に

も

本

学

で

は

、

新

入

生

の

時

か

ら

幅

広

い

教

養

を

身

に

付

け

、

さ

ら

に

は

グ

ロ

ー

バ

ル

な

視

点

で

物

事

を

捉

え

る

よ

う

に

な

っ

て

も

ら

う

た

め

、

各

種

の

取

り

組

み

を

行っています。いろいろな「なんで？」に興味を持
ち、世界にも踏み出していく機会をどんどんつくっ
ていきたいのです。

失敗からの気付き

越智：京都大学農学部に進学されましたが、分子
生物学の道を初めから目指していたのですか？

福岡：京都大学は昆虫学がある数少ない学校の一
つで、昆虫の勉強をするつもりで入学しました。と

ころが実際の昆虫学は、害虫の駆除や殺虫剤な
どの研究が中心で、好きな虫を殺すための研究に
は違和感がありました。一方で1980年前後は、
ちょうど分子生物学がやってきたころでした。ク
ローン技術やDNA解析技術などが現実的なテク
ノロジーとなりつつあり、DNAを取り巻く新しいサ
イエンスがとても熱かったのです。その魅力に引き
込まれ、分子生物学の道に進みました。

越智：世の追い風もあり、研究成果の手応えもある
わけで、そこに関わるのは面白いですよね。
福岡：ツールとしても方法論としても面白く、一生懸
命に勉強しました。新しい遺伝子も幾つか発見し
ています。そのころは、生命をプラモデルのような
パーツの組み合わせとして考える、要素還元主
義的で機械論的な生命観にどっぷり漬かってい
ました。
越智：科学の革命的変化のタイミングに立ち会えた
のは、ある意味幸せだと思います。もちろんDNA

で全てが解決できるわけではありませんが。
福岡：その通りです。私自身の反省でもあるし、20
世紀全体の生物学の反省でもあるのですが、
DNAの発見ということを中心に、生命を情報とし
てデジタル化し過ぎた側面があります。生命が本
質的に備えているダイナミズムのようなものが見
落とされていると気付いたのはずっと後、私が40
代になってからでした。

越智：何かきっかけがあったのでしょうか。
福岡：マウスの実験で、ある機能を発現させる遺伝
子を持たない受精卵をつくり、生まれたマウスを
代々育てました。しかし、その機能を全く失うことな
く何代も健康に生存し続ける結果になりました。
失うはずの機能は、他の物質が補っていたんで
す。実験としては失敗でしたが、生命は単純に
パーツだけでは説明できないという、新しい気付き
のきっかけになりました。
越智：先生の言われる「動的平衡論」につながるの
ですね。
福岡：生命は単にパーツの組み合わせではなく、細
胞や分子が互いに連携しながら生命体を維持し
ているのです。細胞は常に入れ替わり続けますが、
ジクソーパズルのように連携によって平衡を保っ
ています。生命とは、この流れにあって「絶え間な
くバランスを取っている状態」という考えです。

アートとサイエンス

越智：先生はオランダの画家フェルメールの愛好家
としても知られています。先生にとってフェルメール
とはどういう存在ですか？
福岡：私は子どものとき顕微鏡に魅せられました。
「顕微鏡の始祖」と呼ばれるレーウェンフックと、
「光の魔術師」フェルメールは同い年で同郷なん
です。留学先のニューヨークでフェルメールの絵を
初めて見たときそのことを思い出し、フェルメール
の生きざまにも興味が出てきたんです。

越智：レーウェンフックとフェルメールの関係を思い
ながら、人生をたどるというイメージでしょうか。
福岡：そうですね。2人は1632年、オランダのデル
フトという小さい町に生まれました。生家はごく近
く、一緒に顕微鏡をのぞいていたかもしれないし、
互いに影響を受け合ったかもしれない、などと考え
ると時空を超えたロマンを感じます。フェルメール
作品は当時調べたら37枚しかありませんでした。
37は素数。特別な数字なんですね。全部見るし
かないと思いました。以後20年くらいかかって、全
世界の所蔵美術館を訪ね、全作品を見て、フェル
メールの人生を私なりに体験したのです。
越智：アートとサイエンスの間に共通点はあります
か？
福岡：ダ・ヴィンチなどを考えても、芸術家と科学者
は近い存在です。アウ


